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 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんすけ),謙介)「ウェブ社会のゆくえ」
─ウェブ社会における「親密さ」の変化
18年度　早稲田大学
★　次の文章を読んで、後の問いに答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　親密であるということは、かつては近接性の高い相手との触れ合い、ａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　　　　),有り体に言えば)他人には見せられないような部分まで見る／見られることではぐくまれるものだった。それは同時に、１そこで得られる関係が、人々のアイデンティティを形作っていたということでもある。だが人々は、次第にそうした「見る／見られる」関係を強制されることをｂEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(うと),疎)んじるようになってきた。その結果、地域や家族から離れて単身生活をして、その代わりに公的機関による監視を受け入れるようになったというのが、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注１）),ノッ)クの「プライバシーのコスト」論だ。
 eq \o\ac(□,2)　日本社会の歴史で言うならばこれは、２「居住実態把握」の問題として考えることができるかもしれない。かつて「イエ」という制度が社会の基盤にあった時代には、誰がどこに住んでいるかを確認するために「戸籍」を用いることが可能だった。戸籍は家長の下にどんな人が居住しているか、そしてそうした人びとの血縁、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いんせき),姻戚)関係はどのようなものであるかを把握するための資料でもあったが、あるイエに住まう人々の記録でもあったのだ。
 eq \o\ac(□,3)　しかしながら産業化が進み、特に若い人々の都市への大幅な移動が始まる一九五〇年代から六〇年代にかけて住民票の作成が進み、社会保障や選挙権などは住民基本台帳で、出生・死亡・相続などの情報は戸籍で、という二重の管理体制が敷かれるようになった。さらに近年では、住民票の移動手続きを経ない世帯の増加にともない、警察が地域のマンションなどを戸別訪問して、住民の居住実態を把握するということも行われている。
 eq \o\ac(□,4)　このことじたいは、年金記録の問題や社会保障の不正受給などと関わる、統一された国民の身分保証システムの不在、あるいはいわゆる「国民総背番号制」批判などへとつながる問題なのだが、社会学的には「親密さ」の基盤的な条件でもあった３プライバシーの質的な変容として捉えることができる。すなわち、外界から「放っておかれる権利」を手に入れることで初めて安心して見せられるようになった、親密な相手の前での「私」という存在が、自己の根拠としての性格を失っていくということだ。
 eq \o\ac(□,5)　もう少し平易な言い方をするなら、プライベートな場所で見せる、親密な人になら見せられる自分の姿とは、いわば「素の自分」、つまり「本当の自分」に近いものであったはずだし、だからこそ私たちは、そういう姿を見せる／見る間柄を「親密である」と呼んできたのだ。代わって登場するのは「素の自分」さえも、どのように、誰に見せるかを選択できることを権利だとみなす考え方である。
 eq \o\ac(□,6)　このことを端的に表しているのが、プライバシーの権利から派生して、近年、一部で認められるようになってきた「自己情報コントロール権」という考え方だ。自己情報コントロール権とは名前の通り、自分に関わる個人情報の①他者による収集の許諾、②他者による利用範囲の告知と制限、③訂正、変更、削除といったことを要求できる権利のことを指す。この権利は、情報化にともなって個人の情報がウェブ上で収集され、企業や自治体などの公的機関によって保存、再利用される機会が増加するのに合わせて論じられるようになってきた。
 eq \o\ac(□,7)　確かに私たちは、自分の情報がウェブ上でどのように流通し、利用されているかということについて非常に敏感になっているし、できるならそれをコントロールしたいとも思っているだろう。だが、どのようにコントロールしたいのか。一言で言ってしまえばそれは、「　　　　　　　Ａ　　　　　　　」ようにしたいということなのだ。
 eq \o\ac(□,8)　古典的なプライバシーと親密さの関係が、ここでは通用しなくなる。親密な相手であるからこそ恥ずかしいところも含めて自分のすべてを見せられるという感覚は、そうしたものを見せなければ真の親密さには到達できないという考えと　　Ｂ　　の関係にあった。たとえばそれは、同棲して初めて知ることができる相手の「恥ずかしい」部分までを知り、受け入れられるようにならなければ、その後に夫婦になったとしても長続きはしない、という言い方に現れている。
 eq \o\ac(□,9)　それを eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 11(（注２）),ギデ)ンズは、「羞恥」の感覚の問題として論じている。恥ずかしいという感覚は、自分の物語を統一したものとして語るときの不安要素となりうる一方で、それを見せられる間柄に対する信頼感をももたらしてくれる。羞恥の感覚を乗り越えていくことは、自分を自分として語るための重要な要素なのだ。
 eq \o\ac(□,10)　これがＡウェブの情報を自分でコントロールできるようになるという前提に置き換わるとどうなるか。ウェブ上からは、そのとき自分が理想としている自分を形成するのに不都合な情報は、ことごとく消去されることになる。思春期の頃に開設していたホームページに掲載した文章やイラストはネットスラングで「黒歴史」と呼ばれ、消すことのできない人生の汚点のように扱われることがある。これまでであれば、Ｂそうしたものも自分の一部だった、と認めることが、４自分という物語を統一的に語れるようになること、日常的な言葉で表現すれば「大人になること」の第一歩だったわけだが、現代ではむしろ、そうした黒歴史をなかったことにしてしまうことで、人は自己の物語を安定させようとするのである。
 eq \o\ac(□,11)　むろん、ウェブの情報は必ずしも親密な相手にだけ見られるとは限らないので、自己情報コントロール権に基づいた情報の修正や削除が認められていくことの大事さは疑うべくもない。それでも、「親密な相手には恥ずかしい部分も含めてすべて見られてしまう」という前提が、少なくともウェブ上では通用しないとなると、親密であるということの意味も変わってくる。
 eq \o\ac(□,12)　要するに、親密であるということは、親密な間柄であれば見せてもいいと自分が判断した情報を開示するということ、つまり親密さが自己の選択の問題になるのである。ここには明らかに考え方の逆転がある。恥ずかしい部分も見られざるをえない環境にいる相手を「親密な関係」と呼んでいたものが、自分が見せることを許可した相手に「親密である」というラベルを貼ろうというわけだ。すなわち、５親密な間柄が制度的な役割ではなく、関係論的に理解されるものになるのである。
 eq \o\ac(□,13)　ここにきて、親密であることと近接していることとの間には、必然的な関係はなくなってしまう。ただしそれは、近接している相手に、親密さを感じるという私たちの感覚を根本的に変えるものではない。おそらく私たちは、引き続き近接している相手にある種の親密さを感じるだろうし、家族や長い時間をともにした友人にこそ「素の自分を見せられる」という感覚を抱き続けるだろう。
 eq \o\ac(□,14)　それでもその一方で、Ｃその人たちが知っている「素の自分」が自分のすべてではないという感覚もまた、強いものになってくる。既に述べた通り私たちの社会は複雑化しているし、ソーシャルメディアにおいても、Ｄ自己呈示についての気遣いが常に行われている。「親密であること＝近くにいること＝自分のすべてを知っていること」という三位一体の感覚を維持し続けようとするのは、誰にとっても困難なことなのだ。
（注１）ノック…スティーブン・ノック（一九五〇～二○○八）。アメリカの社会学者。
（注２）ギデンズ…アンソニー・ギデンズ（一九三八～）。イギリスの社会学者。
問１　傍線部１「そこで得られる関係が、人々のアイデンティティを形作っていた」とあるが、この説明として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　近い距離で一緒に生きている相手の愛情や気遣いが、人々の人格の形成には大きく影響していくのだということ。
ロ　近くにいる親しい人が、生き方や人間関係について教えてくれることで、人々は自己という存在を獲得していくのだということ。
ハ　人には、いかに親しい人であっても見せられない部分があり、その部分こそが自分という意識を作り上げていくうえで重要になるということ。
ニ　他の人には見せられないようなところまで見せ合うことが、自分という存在や、親しい人との関係を作りあげる土台ともなっていたということ。
問２　傍線部２「「居住実態把握」の問題」とあるが、この説明として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　住民票における情報と、戸籍のうえでの情報とで居住地情報が合致しない場合に、どちらを優先するべきなのかという問題。
ロ　産業構造の変化や、都市への急激な人口の移動によって、人口が減少して過疎化がすすんだ地域での住民情報が把握しにくくなっている問題。
ハ　かつては戸籍によって住んでいる人々の実態が把握できたが、現在では戸籍とも、住民票とも異なった住所に住んでいる事例が出てきている問題。
ニ　ある場所に実際に住んでいる人々の情報を、警察が戸別訪問をすることで把握していくという方法に伴うプライバシー侵害の問題。
問３　傍線部３「プライバシーの質的な変容」とあるが、この説明として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　自分の姿を飾らずに人に見せることができるように、自分の本来の姿を探し、自己を確立しようとする人々が出てきたということ。
ロ　家族のような近くで住んでいる親しい人にさえも、自分自身の空間には入ってきて欲しくないという意識が人々の中に生まれてきたこと。
ハ　自分の飾らない本当の姿を見せられるような信頼できる相手を、現代の社会では見いだすのが困難になってしまったということ。
ニ　飾らない自身の姿は、親しい人との関係の中で作られてきたが、そうした関係が失われることで、飾らない自身の姿自体がはっきりしなくなるということ。
問４　空欄　Ａ　に入る語句として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　見せたい相手を選んで、見せたい自分だけを見せる
ロ　見たい相手を選んで、見せたい自分だけを見せる
ハ　見せたい相手を選んで、見たい自分だけを見る
ニ　見たい相手を選んで、見たい自分だけを見る
問５　空欄　Ｂ　に入る語句として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　等価　　ロ　反対　　ハ　背反　　ニ　類似　　ホ　裏表
問６　傍線部４「自分という物語」とあるが、そこに生じている変化について、著者はどう説明しているか。最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　自分に関する情報を、自分に都合の良い形に編集できることで、自分に対して過大な評価や自信が生まれている。
ロ　自分に不都合な情報をも、自分の一部として受け入れ、それを含めて自己を形作ることを避けるようになっている。
ハ　自分についての情報を、後から自分で削ったり加えたりすることが普通になり、もはや自身の存在に明確な信頼がおけなくなっている。
ニ　自分についての様々な情報を、自由に組み合わせ、新たに作り出していくことが可能となり、自己表現の可能性が広がっていった。
◎問７　傍線部５「親密な間柄が制度的な役割ではなく、関係論的に理解されるものになる」とあるが、この説明として最も適切なものを次の中から一つ選べ。
イ　親密さを、相手に対する羞恥心の有無ではなく、相互に抱く愛情や信頼という感覚をとおしてとらえるということ。
ロ　親密さを、婚姻や家族といった制度の中の関係からではなく、相互に抱く愛情や信頼という感覚をとおしてとらえるということ。
ハ　親密さを、婚姻や家族といった制度の中の関係からではなく、相手に恥ずかしい自分を見せる、見せないという自身の選択によってとらえるということ。
ニ　親密さを、相手に対する羞恥心の有無ではなく、相手とどういう社会的な関係にあるのかを通してとらえるということ。
【確認問題】
１　波線部ａ「有り体に言えば」について、「有り体に言う」の意味としてふさわしいものを次から選べ。
ア　ありのままに言う　
イ　わかりやすく言う
ウ　有ったこととして言う　　
エ　体裁を整えて言う
２　波線部ｂ「疎んじる」と同じ意味で使われている「疎」を次から選べ。
ア　過疎　　イ　疎略　　
ウ　疎外　　エ　疎通

【補充問題】
３　傍線部Ａ「ウェブの情報を自分でコントロールできる」の内容にあてはまらないものを次から一つ選べ。
ア　自分に関わる個人情報について、変更したり削除することを求めることができること。
イ　自分に関わる個人情報について、他者の利用範囲を制限することができること。
ウ　自分に関わる個人情報について、企業や自治体が保存、再利用することができること。
エ　自分に関わる個人情報について、他者による収集を許可することができること。
４　傍線部Ｂ「そうしたもの」が指す内容を本文中から二十五字で抜き出せ。
［
］
５　傍線部Ｃ「その人たちが知っている『素の自分』が自分のすべてではない」について
⑴　「その人たち」とはどのような人たちか。本文中から十五字で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
⑵　傍線部Ｃのようなことが可能になるのはなぜか。「～から。」に続く形で本文中から二十八字で抜き出せ。ただし、句読点やかぎかっこも一字と数える。

［
］
から。
６　傍線部Ｄ「自己呈示についての気遣い」にあてはまるものを次から選べ。
ア　公的機関による監視を受け入れることで必要以上の情報が流出することを防ごうとすること。
イ　親密な相手には、自分の恥ずかしいところも含めてすべてを見せることで、真の親密さに到達しようとすること。
ウ　親密さの程度に従って、その相手に見せてもよい情報かどうかを自分で判断して、情報を開示すること。
エ　家族や長い時間をともにした友人にこそ「素の自分を見せられる」という感覚を大切にすること。
【解答】
問１　ニ
問２　ハ
問３　ロ
問４　イ
問５　ホ
問６　ロ
問７　ハ
【確認問題】
１　ア

２　ウ
【補充問題】
３　ウ
４　自分が理想としている自分を形成するのに不都合な情報
５　⑴＝家族や長い時間をともにした友人
　　⑵＝「素の自分」さえも、どのように、誰に見せるかを選択できる

６　ウ
